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     不安に打ち勝ち(Ⅰサムエル記28:3-7)
イスラエルの預言者であったサムエルが死にましました。そのときにどういう風が吹いたのか、サウル王が霊媒師どもをすべて追い払うことにしました。そのうち敵のペリシテの軍隊がやってきて陣を敷くことになります。それに備えてサウル王もイスラエルを招集して陣を敷くことになりました。そのときサウル王が、ペリシテの軍隊を見てひどく恐れ、不安を覚えて震えることになります。それで神様にいつもどおりに求めることになりましたが、神様から全くレスポンス、返事がありませんでした。それでより不安になっていたサウルは、部下たちに言います。霊媒師を探しなさいと、この間、追い払っていた霊媒師を求めることになりました。不安で、不安でしょうがないので、そこまでエスカレートしていったわけです。サウル王は変装して女の霊媒師のところを訪ねて、その霊媒師に今の状況を説明します。何かを求めていたわけです。そこでその霊媒師が、サウル王だということに気づきます。「これはどういうことでしょう」と言ったときに「何も心配しないで言うとおりにしなさい。何がほしいのですか」と聞き、「サムエル預言者を呼び起こしてほしい」と、死んだサムエルを呼び起こして、そのサムエルに聞きたいということになりました。そこでこの霊媒師が、サムエルの霊を呼び起こして、サムエルからお話を聞いたら、「イスラエルは必ず負けるだろう。また、イスラエルの王の座は、サウル、おまえからダビデの方に移るだろう」ということを聞きました。これが神様からのお声ではなくて、霊媒師による悪霊の声だったのにも関わらず、話は全く合っているわけです。それを聞いていたサウル王は、半分、気絶するような感じになって動くこともできない、食事を取ることもできないような状態に陥ってしまったとあります。イスラエルの王だったサウルが、ここまで落ちこぼれになってしまった恐怖と不安というのは、人をここまでにしてしまうものなのです。今日、不安と恐怖がいったいどういうものなのか、どこから来るのか、なぜサウル王はここまで不安にかられて恐怖を覚えて、人生駄目になってしまったのかということを考えていきたいと思います。
恐怖と不安というものは、私たちの人生を誤ったところに引っ張っていくものです。その結果、人生を破壊してしまうものです。その不安を覚えるようになった理由がどうであれ、どんな理由であろうが、不安と恐怖、心の不安というものは、人生を駄目にしてしまう以外、何もありません。特に心の不安というものは、脳を刺激することによって、その人の精神的な状態を不安定にしてしまいます。その結果、冷静さを失い、その不安を解消することに執着することになります。そうすると何が正しいのか、どうすればいいのかという判断ではなくて、間違った判断の方に走り、誤った選択をするようになるしかありません。不安になるしかない状況であったとしても、心の不安というものは、人をこのように破壊してしまうものなのです。そして、この不安がエスカレートしていきますと、最終的にはサウルから見られるように、悪霊のところに引っ張られることになります。その結果、悪霊の奴隷として操られて生きるようになるしかありません。目に見えないから悪霊のことをバカにしていてはいけません。つまり、人を駄目にしてしまう目に見えない悪霊というものは、人間の心の不安を餌にして生きるものです。ですから、心の不安があるところには、必ず悪霊がやってきて、それを餌にして、最終的には悪霊がより大きな不安をもたらすことにつながるようになるのです。残念ながら私たちの人生そのものが、不安になるしかない不安要素というものがいつもついてきている、それが憑きもののようなものになっています。

最近、コロナのニュースを見ていますと、ニュースでも他の番組でも頻繁に登場する単語が不安というものです。感染されるのではないかという不安、その自粛による経済の不安、これから生活がどうなってしまうのかという不安などがあります。また、一ヶ月延長されることによって、この自粛、あるいはこういう不自由な生活がいつまで続くのかという悲観に対しての不安、こういったものが合わさって、未来、将来に対して不安を覚えるようになってしまいます。これからまた二波、三波が来るという話も聞いています。もうすでにこのような不安がエスカレートすることによって、極端な選択をしてしまった悲しい出来事も報道されています。このコロナというものによって、一つはこれに対抗できる薬が開発されるようになるでしょう。いつになるかは分かりませんけれども。しかし、この人間の不安につけ込んでカルト的な宗教などが流行るようになる可能性があります。また、いつどうなるのか分からないので、今日一日楽しく過ごせば良いのではないかという快楽主義的な流れが生まれてくる可能性もあります。もちろん政府は、この国民の不安に対して安心できるような体側をスピーディーに立てないといけないものです。ただそうではないから、またより不安になるような傾向もあります。けれども、信者の私たちは、冷静に考えないといけません。もちろん政府の対策はやらないといけないものです。しかし、国によって政府の対策がしっかりしているところも、そうじゃないところもあります。また、しっかりやったとしても、どこまで安心できるのか、限界というものはいつもあるものです。ですから、国が対策をしっかり立ててくれないので不安が消えず、安心できないとなれば、いつまで経っても不安を解消することができません。
ここで信者の私たちは、この恐怖と不安に対して、聖書を通して正しく理解しないといけません。人間の恐怖と不安というものは、コロナによるもの、そして、政府の対策がしっかりなっていないから来るものではなくて、絶対者であり、創造主であるまことの神様との関係が断絶されることによってもたらされたものです。このことを肝に銘じて忘れてはいけません。サウル王も敵の軍隊を見て恐怖を覚えましたけれども、その敵の軍隊を見たときだけなのでしょうか。以前も「サウルは一千人、ダビデは一万人」と国民がダビデを高く上げたそのときも、私の王座がダビデに奪われるだろうということで不安を覚えて、結局、悪霊に憑かれる経験をしているのです。ペリシテの敵がやってくる以前から、サウルは心の底の方に不安というものを抱えて生きていたもので、いろいろな場面にぶつかることによって、それが表面化するだけのことです。そして、私たちもそうでしょう。コロナによって不安なのでしょうか。コロナが来る以前は、不安などはなかったのでしょうか。いつも私たちは不安を抱えて生きる者だったわけです。ですから、何か不安要素があるので不安になったのではなくて、元々、不安になるしかない存在でした。その不安というものを抱えていろいろな場面でそれが表に現れるだけのものだということを信者の私たちは覚えていないといけません。
なぜかと言いますと、人間というものは自然に現れた存在ではなくて、創造主の神様によって造られたものなのです。その神様が宇宙万物の中で人間だけを特別な存在、神様がともにおられ、神様と交わりができる霊的な存在、それを聖書は神のかたちと言います。そのような存在として造られました。人は最初から絶対者、全能なる神様がともにおられる存在でした。ですから、もうそれ自体が安心なのです。そこで神様が神のかたちに造られた人間に一番初めに与えられたもの、そして、最高のプレゼントとして与えられたものが安息です。創世記2：3を見ますと、安息を与えられました。安らぎと平安という祝福を人間に与えられたわけです。神様がともにおられることによって、当たり前に与えられ、また生まれるものでしょう。しかしながら、人間は悪魔の嘘に騙されて、神に逆らい、神に背いて罪を犯すことによって、神を離れることになり、神様を失うことになってしまいました。罪のよって神様を失った結果、最初に現れた症状が何かと言いますと、創世記3：10、アダムが言いました。「私は裸なので、怖くて、怖くて、不安で身を隠しました」。それ以前は、人間に不安、恐怖というものは一切ありませんでした。神様を離れて神のない人間独りになったとき、そこから始まったものが不安であり恐怖なのです。人間は一人独立して生きる存在ではありません。神様とともに神の祝福の中で神を頼り、そして、その神様に抱かれることによって安心して平和の中で、神の栄光を現して人生の勝利者として生きる存在だったわけです。このときから人はあらゆる不安を抱えて、人生そのものが不安なのです。ヘブル2：15を見ますと、人間は死の恐怖につながれて、一生死の奴隷として生きることになっているとあります。このようになってしまいました。

ですから、ここで信者の私たちが治さないといけない病気が一つあります。それは体が病む病気ではありません。私たちがクリスチャンになる以前、私たちに当たり前に染み込まれている法則というものがあります。それを修正して治さないといけません。それが何かと言いますと、不安要素イコール不安という公式というか図式のようなものなのです。今も世の中ではその法則に縛られて支配されて生きています。不安要素があるから不安になる。これは治さないといけません。そうでないと、聖書のお話は全く理解できません。
創世記39：1-2、ヨセフのことを皆さんご存知ではないでしょうか。腹違いの兄たちにいじめられ殺されかけて、人身売買によってエジプトに奴隷として売られることになりました。不安で、不安でしょうがないのではないでしょうか。しかし、ヨセフは一切、不安を覚えていません。頭がおかしい人間なのでしょうか。世の法則に縛られないクリスチャンなのです。聖書にはこのように記されています。「主がヨセフとともにおられたので、彼は幸運な人となり」（39：2）。奴隷となったのに、何が幸運なのでしょうか。私たちが普段イメージしているような幸運とは意味が違う内容です。どんなに不安要素があっても、主がともにおられるその祝福は変わることも、奪われることもありません。そして、ヨセフに対する神様のご計画は誰も止めることができないということが分かっていて、そこから一歩も外れることがなかったと、それが幸運なのです。不安要素イコール不安という図式を破壊しないといけません。
出エジプト14：13、モーセがイスラエルの民とカナンの地に向かっていたときに、目の前に紅海が塞がるようになります。渡ることができない状態です。また後ろからエジプトの軍隊がイスラエルを殺すためにやってきていたわけです。四面楚歌のような状態でしょう。そこでイスラエルの民たちは不安になり、また恐怖を覚え「どうしたらいいのでしょうか」と訴えます。そのときにモーセが言いました。出エジプト14：13、「それでモーセは民に言った。恐れてはいけない。しっかり立って、きょう、あなたがたのために行なわれる主の救いを見なさい。あなたがたは、きょう見るエジプト人をもはや永久に見ることはできない」。四面楚歌の状況だから不安になるしかないというのは、偽りの父サタンの偽りです。残念ながらクリスチャンの私たちも世の法則にそのまま縛られているので、不安に怯えている人々にまことの平安をおあかししないといけない立場なのに全く機能していません。ですから、今日の礼拝が、皆さんひとりひとりに不安と恐怖を正しく理解し、それに打ち勝って、輝く勝利の人生を歩んでいただくきっかけになればと願います。
ダビデは、サウル王が、何も悪いことをしていないのにダビデを殺すためにずっと追っかけてきたので、人生の半分ぐらいを逃亡者として逃げ回ることになっていました。どれほどそれがつらい状況なのかと言いますと、死の影の谷を歩くという表現を使うほどなのです。だから、ダビデは不安で、不安でつぶれていたでしょうか。ダビデは全く不安を覚えていません。詩篇23：1。なぜダビデはそのような状況の中でも不安にならないで勝利したでしょうか。「たとい、死の陰の谷を歩くことがあっても、私はわざわいを恐れません。あなたが私とともにおられますから。あなたのむちとあなたの杖、それが私の慰めです」（詩篇23：4）。皆がよく暗記している有名な箇所なので分かっていると思いますが、不安要素イコール不安という皆さんの頭の中、脳細胞に刻まれている図式を破壊するいのちのみことばでなければなりません。
ダニエルも言いました。偶像崇拝をしなさいという命令を拒否しました。それを拒否すると殺されると分かっているわけです。殺されるということが分かっていたのにも関わらず、恐怖を覚えて不安に怯えるようなことありませんでした。ダニエル6：10、「ダニエルは、その文書の署名がされたことを知って自分の家に帰った」。王の署名なのです。「－彼の屋上の部屋の窓はエルサレムに向かってあいていた。―彼は、いつものように、日に三度、ひざまずき、彼の神の前に祈り、感謝していた」。不安どころか感謝していたのです。どこか違う別世界の話のように聞こえていてはいけません。私たちの話なのです。

ペテロという人も実は捕まえて刑務所に入れられて明日死刑になるかもしれないという状況でした。そこで聖書を見ますと、使徒12：6、このように記されています。「ところでヘロデが彼を引き出そうとしていた日の前夜、ペテロは二本の鎖につながれてふたりの兵士の間で寝ており、戸口には番兵たちが牢を監視していた」。そういう状況の中で寝られますか。ペテロは寝ていたとあります。不安でしょうがない人間が、明日死ぬかもしれないという不安にかられているとすれば寝られるでしょうか。ペテロにはそのような不安などありませんでした。

同じくパウロからもこういうことが見られます。パウロも刑務所の中にいました。パウロはいつこの刑務所から出られるか全く分からない状況なのです。それにも関わらず、いつ出られるのだろう、いつ収束するのだろうということで、不安で、不安でしょうがない状態などは見られません。むしろパウロはそこでこのように賛美しています。「キリストの父なる神がほめたたえられますように。私はすでに天にある霊的すべての祝福をいただいているものなのだ」。不安で震えている者から告白できるものなのでしょうか。同じく刑務所の中でパウロが書き送った手紙の一つの内容です。ピリピ4：12-13、「私は、貧しさの中にいる道も知っており、豊かさの中にいる道も知っています。また、飽くことにも飢えることにも、富むことにも乏しいことにも、あらゆる境遇に対処する秘訣を心得ています。私は、私を強くしてくださる方によって、どんなことでもできるのです」。刑務所の中で書き送った手紙です。刑務所という状況、環境が、パウロを不安に引き落とすことなどはできませんでした。

これが今少しだけピックアップしましたけれども、聖書のお話です。聖書に登場するクリスチャンのお話なのです。つまり、今を生きるクリスチャンの私たちのお話なのです。どこに不安要素イコール不安という図式が見られるでしょうか。それをあまりにも大事にして、あまりにも愛して、ずっと抱きしめて一緒に付き合っていてはいけません。不安要素イコール不安というものは、もうクリスチャンの私たちには通用しないものになってしまいましたということをキリスト・イエスにあって、神がともにおられる祝福の中でしっかりと覚えていないといけません。
改めて申し上げます。恐怖と不安というものは、不安要素によってではなくて、絶対者まことの神様との関係断絶からもたらされたものです。そうならば、クリスチャンの私たちは、このような結論をしっかりと握って、その中に入り込んでいかないといけません。恐怖と不安は、悪霊に導かれる隙ではなくて、まことの神様との関係改善の絶好のチャンスなのです。人間は、罪を犯して神を知らないまま生まれて生きている存在なので、不安というものはつきものであり、しょうがないものなのです。しかし、その不安こそが絶対者、失っていたまことの神様との関係改善の機会なのです。神様はあらゆる不安を通して離れてしまいましたまことの神様と出会うように憐れみ、導いていらっしゃいます。その神様と出会うための道こそがイエス・キリストなのです。そのイエス・キリストが不安でしょうがなくて震えている人々に向かっておっしゃって招いています。マタイ11：28、「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」。人間自ら罪人なので、神を知ることも、神に行くことも、神様に会うこともできないので、罪のないイエス・キリストを通して神様と出会うことができる道が開かれます。そのイエス様のお招きの声に応答して、ヨハネ1：12「しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった」。神の子どもとなるというのは、ヨハネ14：6にあるように、「イエスは彼に言われた。わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」。イエス・キリストを信じて受け入れることによって、神様とまた一緒になるということです。目に見えない聖霊を通して、神様と一緒になり、元通りの人間の祝福の姿に戻るようになります。神様がいつまでもともにおられる存在になりますので、そこでイエス様がおっしゃいました。ヨハネ14：27「わたしは、あなたがたに平安を残します。わたしは、あなたがたにわたしの平安を与えます。わたしがあなたがたに与えるのは、世が与えるのとは違います」。状況、環境によって変わるような平安ではなくて、不安要素によって不安になり、それが解消されれば安心するような平安ではなくて、何がどう変わろうが奪われない、世が与えることと違う、天からのまことの平安をあなたがたに残しますとおっしゃいました。ですから、パウロもそのことを知り、また自分で経験していたので、ローマ8：15、あなたがたは、もう二度と恐怖に引き落とすような霊を受けたものではなくて、神の子としてくださる霊を受けたのです。恐怖と不安というものは、神を離れていた罪人が、一生不安の中でそこから自由になれないまま、不安要素イコール不安という図式に縛られて人生を生きるしかなかった人々が、そこから自由になり神様とともになり、いつまでも神様が離れることのない神の子どもになるチャンスなのです。
　それから、神様の恵みによってイエス・キリストを信じて信者となりました方々は、恐怖と不安というものは自分確認の最高の時間なのです。自分はどんな存在なのだろう。イエス・キリストを信じてどう変わっているのか。なぜ自分は不安に操られているのか。ダビデはその不安で恐れていたときに、ふと気がついて、このように宣言しています。自分で自分のたましいに向かって「おまえはなぜ震えているのか。もしかして、イエス・キリストにあって新しく造り変えられた自分という祝福の存在を忘れていることではないのか」と自問自答しているわけです。そういうときです。聖書にいちばんよく勧められているみことばの一つが、「恐れないように」「思い煩わないように」「心を騒がしてはいけません」ということです。なぜなのでしょうか。そうしなくてもいい祝福の存在、神様がともにおられる存在であることを忘れないようにということです。「思い煩わないように」「心を騒がしてはいけません」「恐れてはいけません」という勧めのことばというのは、今まで申し上げましたように、あなたがたにすでに刻まれていた過去のもの、不安要素イコール不安という図式を破りなさいという勧めなのです。私は恐れる理由のない、不安になる必要のない神の子どもであり、祝福の存在だということを確認する時間です。神様がいつまでもともにおられるウィズ（With）、神様が私たちとともにおられるインマヌエル（Immanuel）、どんな場面でも主がともにおられるワンネス(Oneness)の祝福を確認して、自分はそのような祝福の存在だということに釘を差すために神様は不安と恐怖の様々な状況を許されるということを覚えてください。私はそのような存在だということを告白して回復して、それに豊かに、豊かになることを祈りたいと思います。もし皆さんにコロナだけではなくて、いつでも不安なことがあり、不安な状況がやってきた場合には、サウルの道を走るのか、ダビデの道を走るのか、いつも考えるようにしましょう。それで普通の人はつぶれて壊れるしかない不安、恐怖というものが、クリスチャンの私たちは内なるものを強め、霊的に丈夫になる機会となるようにしていきましょう。そのために個人的にサミットの時間を持ち、祈りのうちに自分は不安になる必要のない最高の祝福の存在だということを確認するサミットの時間を必ず設けるようにしましょう。そういうことによって、不安コロナが脅かすことがないように、内側から霊的なワクチンがしっかりと出来上がるようにサミットの時間を大事にしていただきたいと思います。そうすると、その結果、不安に怯えている人、怯えるしかない世の人々の前に、まことの安らぎと平安の証し人として、彼らを助けるようになるでしょう。マスクをすることも大切なのですが、マスクでは防げない、不安コロナを防げるまことの安らぎのイエス・キリストの証人として立たされることを神様は今も望んで働いていらっしゃることを覚えてください。
（祈り）
恵み深い父なる神様。ありがとうございます。今日、兄弟姉妹がともにイエスの御名によってまことの神様に礼拝を捧げる幸いを感謝いたします。ひとりひとりが不安になるしかない不安要素という図式を打ち破って、不安になる必要のないイエス・キリストにある、主がともにおられる幸いなものであり祝福の存在だということを常に覚えて、それをわざわざ覚えるサミットの時を通して、不安コロナに打ち勝つワクチンをしっかり持つ証し人として、世に光を放つことができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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